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正月早々、胸騒ぎ → 将来への不安

（１）正月元旦 能登地震 （２）同 2日 JAL衝突事故

（１）地震 → 大地は人間の思い通りのものでない

阪神淡路 ３・１１東北大地震 熊本 能登

その先に予感されること 東南海地震・首都直下地震=日本沈没

田中角栄｢日本列島改造論｣的な発想

大地(水)・空(空気) …… 人間の都合のよいように改造しようとしてきた

地震が語ること …… 大地は人間の勝手な思いの対象ではない。

人間の思いを超えた存在

地震 …… 悠久の昔から続いている｢地球の鼓動｣

地震によって、人間の思いを打ち砕かれた。

諸行無常 諸法無我 → この道理に順うところに｢涅槃寂静｣」

人間の思いに立つ(人間を中心にして考える) → 「被」災者 ＊被害者

人間の思いを捨てて、大地に順う

人間の思いに依るのでなく、自然の「法(真理)」に依る

謙虚な態度で大地(地球・自然)に帰依しなければならない

清沢満之

天は大慈大悲なり。しかれども風雨震害等を降してかえりみざるがごとき、

けだしまたその必然動かすべからざる分を守るものか。これかえって天の至

誠を表明するものなるべし。吾人はこれら不可思議に対して疑惑すべからず。

ただますます彼の至誠に信憑し、天与の分に安住すべきなり。

如意なること 不如意なること
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（２）飛行機事故 → 人間が築いてきた文明の破綻

ロシア・ウクライナ戦争 ・ イスラエル・パレスチナ戦争

その先に予感されること 中国の台湾統一 北朝鮮の暴発

トランプ大統領・プーチン・習近平

第３次世界戦争

地球の沸騰 地球環境の悪化

AIによって、人間存在の基礎が崩される

文明なるものが、悪循環に入ってしまった。

人間世界が地獄化しだした

文明の反逆 光が伸びるほど、その真反対に闇が深まる

「一」が陰と陽に分かれる

文明 ＝ 自我の満足(便利・快適)の追求

人間がわがままになった

人間中心 → 大地(地球)への敬意を失ったように、

自己中心 → 他者への敬意を失った。

文明の矛盾が沸騰点に達しようとしている。 戦争

ラインホールド=ニーバーの祈り

神よ

変えることのできるものについて、

それを変えるだけの勇気をわれらに与えたまえ。

変えることのできないものについては、

それを受けいれるだけの冷静さを与えたまえ。

そして、

変えることのできるものと、変えることのできないものとを、

識別する知恵を与えたまえ。
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自分中心は、いつか必ず、しっぺ返しが来る。

流転（るてん）の生。

自分中心＝自分の思いに従う

仏さま中心で生きる(真実に順って生きる)ところ、深い満足としずかな慶びがある。

往生・成仏

仏教は｢真実に生きよう｣と呼びかけている。

阿弥陀さまは、智慧と慈悲の仏さま。真実に立ちあがった仏さま。

三法印

諸行無常 （何事も移ろいゆく）

諸法無我 （すべて自分の思いを超えている）

涅槃寂静 （諸行無常・諸法無我の道理に順うとき、深い満足としずかな慶

びがひろがってくる）

清沢満之

天は大慈大悲なり。しかれども風雨震害等を降してかえりみざるがごとき、

けだしまたその必然動かすべからざる分を守るものか。これかえって天の至

誠を表明するものなるべし。吾人はこれら不可思議に対して疑惑すべからず。

ただますます彼の至誠に信憑し、天与の分に安住すべきなり。

如意なること 不如意なること


